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宇都宮さつきロータリークラブ  会報 
第 ７０ 回 例 会 

日 時：2016 年 2 月 15 日(月) 

19：00～20：30 

会 場：コンセーレ 

・開会                             渡邉 正芳 SAA 

 

・点鐘                             夏目 公彦 会長 

 

・ロータリーソング(我等の生業) 斉唱                          

 

・ビジター紹介                         夏目 公彦 会長 

佐藤 節特別代表（宇都宮陽北ＲＣ） 甲斐 エイ子（くるみの会音楽振興会） 

・会長挨拶                           夏目 公彦 会長 

先週の例会は、国際奉仕委員会委員長代理・戸塚守様より外部卓話を頂きました。中谷

ガバナーも一緒にお見えになったのにはびっくりしました。中谷ガバナーからもお話を頂

けました。 

 2 月 9 日（火）第 3 回会長幹事会に湯澤幹事と出席してきました。各クラブ会長さんが

「あと少しですね」と、和やかな雰囲気でした。報告事項のなかで「宇都宮市青少年タイ

ムカプセル」開封事業のお話がありました。国際青少年記念事業として 1986 年に総合コミ

ュニティーセンター内に設置した「青少年タイムカプセル」が 30 年の保管期間を終了し、

市制施行 120 周年を迎える平成 28 年 4 月 1 日に開封時期となるため、開封セレモニー事業

を実施するとの報告です。この事業を企画したロータリークラブが宇都宮ＲＣ・東ＲＣ・

西ＲＣ・南ＲＣ・北ＲＣでした。30 年も前にこのような企画をしたようです。 

 今日は、足銀総合研究所社長の伊沢さんより内部卓話という事で足利ホールディングス

と常陽銀行の統合についてお話を頂けます。宜しくお願い致します。 

・幹事報告                           湯澤 敦史 幹事 

・2月 6日(土)タイ南部地震の義援金のお願いが来ています。 

・ローターアクト第 42 回地区年次大会の案内がきています。 

・2月 22 日(月)例会は、振替休会となります。 

・4月 21 日(木)宇都宮陽南ＲＣ20 周年記念行事があります。 

・5月 8日(日)ゴルフ大会の案内が来ています。 

・委員会報告                                   

甲斐 エイ子（くるみの会音楽振興会） 

  第 11 回栃木県ピアノコンクールへの協賛をお願いします。 

・スマイル報告                         大庭 千鶴 会員 

・佐藤 節（宇都宮陽北ＲＣ）伊沢会員の卓話楽しみにしております。 

・夏目 公彦（宇都宮さつきＲＣ）伊沢さん、内部卓話 宜しくお願い致します。 
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・出席報告                         久我 臣仁 出席委員 

会員総数 25名 出席 18名 出席率 72% 

・卓話「栃木県経済の展望と地方創生の実践」           伊沢 正吉 会員 

2016年の展望は、消費税増税が予定されていることから駆け込み需要が発生します。私

は、この影響が大きな岐路であろうと考えています。穏やかな景気拡大を予想しています

が、増税後は反動が大きいため、それに備える必要があります。 

地方創生とは、人口減少という経済を大きく左右するテーマをどうするかを考えること

です。2016年 3月には、各自治体の戦略が出揃います。2016年 4月から実践ということ

になります。地域企業の景況感の調査では、2015 年 4月の消費税増税以降にマイナスで推

移しています。 

次に「地方創生の実践」ですが「とちぎ創生 15(いちご)戦略」について、産業分野の戦

略 1~5について経営資源を上手く活用することがカギとなります。我々もこの施策にアン

テナを高くして取り組もうと考えています。少子高齢化による人口減少に対して、今後ど

のように取り組むかが重要です。働き手の世代＝消費の世代 これが少なくなると経済に

大きな影響を及ぼします。その対策として、女性・高齢者・ロボットの活用等が挙げられ

ます。 

足利銀行と常陽銀行の経営統合については、今日の地方創生の一つのテーマでもある人

口減少＝マーケットの減少の対応策の要因の一つと考えてください。北関東 3県で 25年

後に 112万人の人口減少が予想されています。これは大変なことです。そのための再編で

す。よく誤解されていますが、経営統合であり合併ではありません。効率化を図るための

ものです。 

 
伊沢 正吉 会員（㈱あしぎん総合研究所代表取締役社長） 

・点鐘                             夏目 公彦 会長 

 

・閉会                             渡邉 正芳 SAA 


